
L. v. Beethoven 弦楽五重奏曲　ハ長調、作品29、第一楽章のソナタ形式と和声構造

小節 1 9 17 25 33 41 49 60 75 83 95 103 111 119 129 139 145 151 159 167 179 187 195 203 211 219 227 238 253 263 273 285

提示部（94小節、繰り返しあり） 展開部（84小節） 再現部（123小節）
（40小節） （54小節） 第1節(34小節) 第２節(30小節) 停滞(20小節) （40小節） （83小節）

主楽節（24小節） 移行部(16小節) 副楽節(34小節) 終楽節(20小節) 第一主題使用 主楽節（24小節） 移行部(16小節) 副楽節(66小節) (副楽節延長、カデンツァ) 終楽節(17小節)

← →

主音 ここまでは提示部と同じ形式構造

A (T1) T2 発展 T1b T1b (T1)

D 保続音

G T1a T1+T1a

C T1 T1 T1a T1 T1+T1a T1 T1 T1a T2 発展 T1 T1+T1a カデンツァ T1b

F T1a T1a T1+T1a 保続音 保続音 保続音

B

Es T1

As

Des T1

凡例

長調

短調

和声的に安定していない移行部

長調の属和音を中心とする部分

短調の属和音を中心とする部分


